
令和７年度社会教育主事講習受講申込要項 

 

実施機関 東北大学（教育学部） 

 

Ⅰ 目的 

本講習は、社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号。以下「法」という。）第９条の５の規定

及び社会教育主事講習等規程に基づき実施するもので、社会教育主事の職務を遂行するに

必要な専門的知識、技能を修得させ、社会教育主事となりうる資格を付与することを目的と

する。 

 

Ⅱ 受講資格 

次の各号の１に該当するものとする。（社会教育主事講習等規程第２条） 

１ 大学に２年以上在学して６２単位以上を修得した者、高等専門学校を卒業した者又は

社会教育法の一部を改正する法律（昭和 26 年法律第 17 号）附則第２項の規定に該当す

る者 

２ 教育職員の普通免許状を有する者 

３ ２年以上法第９条の４第１号イ及びロに規定する職にあった者又は同号ハに規定する

業務に従事した者 

４ ４年以上法第９条の４第２号に規定する職にあった者 

５ その他文部科学大臣が前各号に掲げる者と同等以上の資格を有すると認めた者 

 

Ⅲ 会場 

○事前研修 

【山形県】６月１２日（木）山形県青年の家（天童市） 

【福島県】６月１３日（金）、２０日（金）国立磐梯青少年交流の家（耶麻郡猪苗代町） 

【宮城県・仙台市】６月１７日（火）東北自治総合研修センター（富谷市） 

○対面講習 

※会場はあくまでも予定であり、今後施設の状況により変更することがあり得る。 

６月３０日（月）～７月４日（金） 

東北自治総合研修センター：宮城県富谷市成田二丁目２２－１ TEL：022-351-5771 

    【６月３０日（月）～７月４日（金）は東北自治総合研修センターに宿泊】 

成田公民館：宮城県富谷市成田一丁目１－１ TEL：022-348-3955 

７月 ９日（水）～７月１１日（金） 

７月１４日（月）～７月１５日（火） 

７月２８日（月）～７月２９日（火） 

８月 ６日（水）～８月 ９日（土） 

東北大学教育学部棟：宮城県仙台市青葉区川内２７-１ TEL：022-795-6103 

○サテライト講習及び演習 

７月 ７日（月）～７月 ８日（水） 

７月３１日（木）～８月 １日（金） 

 



８月 ４日（月）～８月 ５日（火） 

宮城県、山形県、福島県の各教育事務所内会議室、青年の家、公民館など 

仙台市 社会教育施設など 

○グループワーク 

７月１６日（水）～７月１８日（金） 

７月２２日（火）～７月２５日（金） 

７月３０日（水） 

 

Ⅳ 期間 

６月１２日（木） 

６月１３日（金）、２０日（金） 

６月１７日（火） 

山形県青年の家（天童市） 

国立磐梯青少年交流の家（猪苗代町） 

東北自治総合研修センター（富谷市） 

６月３０日（月）～７月 ４日（金） 

宮城県 東北自治総合研修センター他 

開講式 

対面によるスクーリング 

７月 ７日（月）～７月 ８日（火） 
各サテライト会場 

リモート講習及び演習 

７月 ９日（水）～７月１１日（金） 

７月１４日（月）～７月１５日（火） 

東北大学教育学部棟 

対面によるスクーリング 

 

 ７月１６日（水）～７月１８日（金） 

７月２２日（火）～７月２５日（金） 
各講師の計画によるグループワーク 

７月２８日（月）～７月２９日（火） 
東北大学教育学部棟 

対面によるスクーリング 

７月３０日（水） 各講師の計画によるグループワーク 

７月３１日（木）～８月 １日（金） 

８月 ４日（月）～８月 ５日（火） 

各サテライト会場 

リモート講習及び演習 

８月 ６日（水）～８月 ９日（土） 

東北大学教育学部棟ほか 

対面によるスクーリング 

閉講式 

 

Ⅴ 受講者定員 

  受講者定員は８０名とし、全期間を通じて受講するものとする。 

  



Ⅵ 講習科目名、単位数及び講師等 

科目名 単位数 
教育 

方法 

配当 

時間数 
担当講師予定者の職・氏名 

生涯学習概論 ２ 講義 ３２ 

放送大学宮城学習センター            ｾﾝﾀｰ長  八 鍬 友 広 

東北大学大学院教育学研究科           准教授 石井山  竜  平 

東北大学大学院教育学研究科        准教授 松 本   大 

特定非営利活動法人きらりよしじまネットワーク 

          事務局長 高 橋 由 和 

リアスアーク美術館          館 長 山 内 宏 泰 

福島大学人間発達文化学類           特任教授 天 野 和 彦 

宮城教育大学             准教授 三 谷 高 史 

南相馬市               職 員 庄 子 まゆみ 

南相馬市               職 員 牛 来   学 

文部科学省地域学習推進課           担当者 

生涯学習支援論 ２ 講義 ４０ 

東北大学大学院教育学研究科            教 授  甲 斐 健 人 

東北大学大学院教育学研究科            准教授 石井山 竜 平 

東北大学大学院教育学研究科            准教授 松 本   大 

東北大学大学院教育学研究科            准教授 鷲 谷 洋 輔 

東北大学災害科学国際研究所           准教授 佐 藤 翔 輔 

CoCoLa（ｶﾝﾌｧﾀﾌﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究所）    代  表  小久保 信 幸 

東北福祉大学総合マネジメント学部      准教授 森   明 人 

放送大学福島学習センター             所 長  中 田 スウラ 

京都大学大学院人間・環境学研究科     教 授  月 浦   崇 

金沢大学国際基幹教育院           教 授 松 井 三 枝 

立命館大学産業社会学部             教 授  筒 井 淳 也 

京都大学大学院人間・環境学研究科      准教授 柴 田   悠 

京都大学アフリカ地域研究資料センター  准教授 金 子 守 恵 

東京医科大学医学部医学科             准教授  倉 田   誠 

一般社団法人とちぎ市民協働研究会   代表理事  廣  瀬  隆  人 

特定非営利活動法人ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝみやぎ   代表理事  小 林  純 子 

山形大学地域教育文化学部            教 授  安 藤  耕 己 

 

社会教育経営論 ２ 講義 ３４ 

東北大学大学院教育学研究科            准教授 石井山 竜 平 

東北大学大学院教育学研究科            准教授  松 本   大 

白石市                     職 員 佐々木 さつき 

白石市白川公民館                職 員 小 畑 けい子 

白石市斎川公民館斎川まちづくり協議会 職 員 佐 藤 幸 枝 

一般社団法人フリースペースつなぎ    代表理事  中 村 みちよ 

社会教育・生涯学習研究所                      所 員  細 山  俊 男 

阿智村保健師                        山 本 昌 江 

一般社団法人とちぎ市民協働研究会    代表理事  廣  瀬  隆  人 

東京大学                   名誉教授 佐  藤  一  子 

自治体問題研究所              主任研究員 池 上 洋 通 

 

社会教育演習 ２ 演習 ８２ 
東北大学大学院教育学研究科            准教授 石井山  竜  平 

東北大学大学院教育学研究科            准教授 松 本   大 



 

  



Ⅶ 講習日程 

開講式当日、詳細について周知する。 

 

Ⅷ 講習の方法 

対面とオンライン（Zoom 等の利用）を適切に組み合わせた方法により計画した。全プロ

グラムのうち、受講生全員が集って対面で行う日程は、 

① 開講日を含めた連続５日（宮城県・富谷市）【合宿による講習】 

② 第２週の連続３日（東北大学教育学部棟） 

③ 第３週の連続２日（東北大学教育学部棟） 

④ 第５週の連続２日（東北大学教育学部棟） 

⑤ 第６週の閉講日を含めた連続４日（東北大学教育学部棟ほか） 

の、計１６日である。 

 上記以外の日程においては、各県の教育事務所等を単位に小グループを形成し、グループ

単位でオンラインでの受講とグループ演習を行う。グループ演習は、本講習ＯＢを含む現役

の各教育事務所スタッフ等の支援のもとで行われる。 

 公共施設が活用できない一部の日程については、各自の環境からの受講となるため、受講

希望者は各自でオンラインでの受講が充分に行える接続環境を自宅等に確保し、カメラ・マ

イクの設定も事前に試行しておくことが望ましい。 

受講にあたり、Google Classroom を利用するため、個人の Google アカウントを準備して

おくこと。 

 

Ⅸ 受講申込方法及び提出書類 

受講希望者は、以下の書類を各教育委員会所定の期日までに勤務地又は居住地の各教育

委員会の担当課に提出すること。受付期間については、各教育委員会に問い合わせること。 

１ 受講申込書 

    本学所定の用紙を使用し、所要事項を楷書で記入すること。 

２ 履歴書 １通 

３ 受講資格を証明する関係書類 

（ア）卒業（修了）証明書又は成績証明書（受講資格の１該当者） 

（イ）教育職員免許状授与証明書（受講資格の２該当者）又は ｢免許状｣ 写し 

（ウ）所属長の勤務年数証明書（受講資格の３又は４該当者） 

          （勤続年数について通算の必要ある者は、通算の事項ごとの証明書） 

（エ）教育長等が証明する社会教育関係団体活動証明書（受講資格の５該当者） 

４ 返信用封筒（角形２号、約３４㎝×約２４㎝）１枚 

住所、氏名を明記し、２７０円切手を貼ること。 

５ レポート（貴機関管理下の行政職員・教員以外の方のみ提出） 

本学所定の用紙を使用すること。 

  



各教育委員会は、提出された書類について受講資格の有無を調査し、取りまとめのうえ 

５月２３日（金）までに東北大学教育学部・教育学研究科総務企画係あて一括送付するこ

と。なお、行政職員・教員以外の一般の方については必要に応じ推薦状を作成し（本学所

定の様式）、上記書類と合わせて送付すること。 

 

Ⅹ 受講者の決定 

各教育委員会及び東北大学の審査により受講が許可された者には、５月下旬に受講許

可書を発送する。 

 

Ⅺ 受講上の一般的注意 

１ 受講者は６月３０日（月）１２時３０分までに、東北自治総合研修センター（宮城県富 

谷市成田二丁目２２－１）に集合すること。 

１３時から開講式を開催、引き続きオリエンテーションを行う。 

２ 東北自治総合研修センターで行う講習（６月３０日（月）～７月４日（金））は合宿形

式とする。 （宿泊日 ６月３０日（月）～７月３日（木）） 

東北自治総合研修センターへの宿泊は、所属する県（所属が仙台市である場合は市）の 

各教育委員会が取りまとめて行う。 

３ 旅費、宿泊費、冊子（『研究集録』及び『講習記録』）等は受講者の負担とする。 

４ 本講習についての問い合わせ等は、東北大学教育学部・教育学研究科教務係又は勤務地 

の各教育委員会の担当課に照会すること。 

５ 東北大学構内には受講者用の駐車場はないため、公共交通機関を利用すること。 

６ 東北大学構内は全面禁煙である。 

 

以上 

 

令和 7年 4月 

 

 

 

 


